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衆
議
院
議
員
仲
里
利
信
君
提
出
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
護
岸
造
成
工
事
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
あ
り
方
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
護
岸
別
に
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
重
量
を
決
定
す
る
際
の
基
礎
的
な
判
断
材
料
と
な
っ
た
潮
流

の
大
き
さ
や
方
向
等
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
が
膨
大
と
な
る
こ
と
か
ら
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま

た
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
お
い
て
使
用
す
る
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
製
造
業
者
に
よ
り

形
状
等
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
護
岸
の
基
礎
捨
石
の
量
が
変
動
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
「
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

の
構
造
や
大
き
さ
等
」
に
よ
っ
て
護
岸
断
面
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
お
け
る
護
岸
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
安
全
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
仮

設
物
を
用
い
て
施
工
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
工
事
の
進
捗
に
応
じ
当
該
仮
設
物
を
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

に
置
き
換
え
る
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
進
捗
、
気
象
・
海
象
等
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら

確
た
る
こ
と
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一



四
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
移
設
・
返
還
の
実

現
に
向
け
、
水
深
の
深
い
場
所
等
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
、
定
点
保
持
装
置
等
を
備
え
て
い
る
船

舶
に
よ
る
調
査
方
法
を
採
用
し
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
を
行
っ
た
上
で
、
平
成
二
十
九
年
二
月
八
日
か
ら
同
年
四
月

十
七
日
ま
で
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
ポ
セ
イ
ド
ン
一
」
の
使
用
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
変
更
契
約
後
の
工
事
請
負
契
約
の
金
額
に
含
ま
れ
て

い
る
が
、
現
在
、
当
該
契
約
の
履
行
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
金
額
の
う
ち
、
当
該
経
費
に
係
る
部
分
を
特
定
し
て
把
握

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
ポ
セ
イ
ド
ン
一
」
が
実
施
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

受
注
者
に
お
い
て
現
在
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
調
査
箇
所
は
十
五
か
所
で
あ
り
、
そ
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
世
界
測
地
系
の
座
標
値
で
、
①
Ｘ
座
標
五
万
八
千
六
百
三
十
八
・
七
八
七
八
、
Ｙ
座
標
五
万
四
千
八
百
五
十
七
・
一

六
一
八
、
②
Ｘ
座
標
五
万
八
千
九
百
十
七
・
八
七
六
四
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
二
百
二
・
〇
三
二
二
、
③
Ｘ
座
標
五
万
八
千
七

百
六
十
九
・
七
一
五
一
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
三
百
五
十
四
・
六
四
一
四
、
④
Ｘ
座
標
五
万
八
千
七
百
六
十
六
・
一
四
三
九
、

Ｙ
座
標
五
万
五
千
二
百
七
十
六
・
三
六
五
五
、
⑤
Ｘ
座
標
五
万
八
千
七
百
六
・
三
九
七
二
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
三
百
六
十
・

二



七
八
一
一
、
⑥
Ｘ
座
標
五
万
八
千
三
百
一
・
四
〇
一
二
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
六
百
五
十
三
・
二
四
一
二
、
⑦
Ｘ
座
標
五
万
八

千
二
百
四
十
三
・
〇
四
〇
二
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
七
百
八
十
八
・
五
八
六
三
、
⑧
Ｘ
座
標
五
万
八
千
百
二
十
・
一
三
九
六
、

Ｙ
座
標
五
万
五
千
七
百
三
十
七
・
七
六
四
八
、
⑨
Ｘ
座
標
五
万
八
千
二
百
六
・
三
五
九
二
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
六
百
八
十
六

・
五
二
八
五
、
⑩
Ｘ
座
標
五
万
八
千
四
百
七
十
・
一
五
六
〇
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
二
百
三
十
八
・
九
九
九
三
、
⑪
Ｘ
座
標
五

万
八
千
六
百
三
十
五
・
〇
七
二
一
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
四
百
三
十
・
八
七
二
一
、
⑫
Ｘ
座
標
五
万
八
千
四
百
四
十
五
・
五
七

〇
六
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
四
百
四
十
・
六
二
七
二
、
⑬
Ｘ
座
標
五
万
八
千
五
百
四
十
六
・
一
一
三
八
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
四

百
九
十
二
・
五
八
四
八
、
⑭
Ｘ
座
標
五
万
八
千
二
百
二
十
・
三
一
七
一
、
Ｙ
座
標
五
万
五
千
三
百
八
十
三
・
九
六
七
三
及
び

⑮
Ｘ
座
標
五
万
八
千
六
百
八
十
三
・
六
一
二
三
、
Ｙ
座
標
五
万
四
千
九
百
十
・
三
四
七
七
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
移
設
・
返
還
の
実
現
に
向
け
、
引
き

続
き
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
を
適
切
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

九
及
び
十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
軍
用
地
形
図
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建

三



設
事
業
が
実
施
さ
れ
る
区
域
に
お
け
る
地
盤
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
に
よ
り
確
認
を
行
い
な
が
ら
護
岸

工
事
を
適
切
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
軍
用
地
形
図
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
は
、
米
軍
の
判
断
に

関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
Ｃ
護
岸
」
に
係
る
護
岸
工
事
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
当

該
護
岸
の
構
造
を
含
め
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
に
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
沖
縄
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
当
該
護
岸
の
実
施
設
計
中
で
あ
り
、
今
後
、

当
該
実
施
設
計
に
基
づ
き
工
事
を
適
切
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

十
三
及
び
十
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
際
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

こ
れ
ま
で
も
必
要
に
応
じ
適
切
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
必
要
な
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
な
が
ら
当
該

四



事
業
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

五


